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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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第 1934号 2010年 10月 25日

伝
え
る
機
関
紙
号
外
（
９
月

　

日
号
）
を
マ
ス
コ
ミ
各
社

20が
報
じ
た
。
ト
ッ
プ
記
事
の

通
信
社
も
あ
っ
た
▼
国
税
庁

が
行
っ
て
き
た
〝
３
か
月
更

新
〟。
昭
和　

年
の
常
勤
化

36

防
止
の
閣
議
決
定
を
理
由
に

必
要
以
上
の
短
い
期
間
の
こ

ま
切
れ
雇
用
を
繰
り
返
す
国

税
庁
へ
の
批
判
が
高
ま
っ
て

い
た
か
ら
こ
そ
の
反
応
だ
▼

団
交
で
、
机
・
椅
子
の
配
備

を
総
務
課
長
は
「
余
品
が
な

い
。
ス
ペ
ー
ス
も
な
い
」
と

回
答
。
長
机
と
パ
イ
プ
椅
子

の
現
状
に
、
驚
き
と
あ
き
れ

返
り
の
反
応
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
▼
昨
年
７
月
に
内
部
一

元
化
が
全
国
実
施
さ
れ
た

時
、
ど
こ
の
署
で
も
レ
イ
ア

ウ
ト
が
繰
り
返
さ
れ
、
そ
の

際
、
庁
当
局
は
非
常
勤
職
員

の
机
・
椅
子
を
用
意
で
き
た

は
ず
。
詭
弁
も
甚
だ
し
い
。

全
国
税
の
事

務
所
に
取
材

の
電
話
が
殺

到
し
た
。
非

常
勤
職
員
の

雇
用
改
善
を

〈
出
題
〉
九
段　

西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉

玉
を
3
五
に
逃
が
さ
な
い
。

（　

分
で
初
段
）

10

第第11回長官団回長官団交交

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
せせ

　

全
国
税
は　

月
８
日
、
川
北
長
官
と
２
０
１
０
年
度
の
第
１
回
目
の
長
官
団
交

10

を
行
い
ま
し
た
。
団
交
の
冒
頭
、
藤
平
委
員
長
か
ら「
歴
代
の
長
官
の〝
置
き
土
産
〟

で
職
場
の
労
働
条
件
が
悪
化
し
て
い
る
が
、
前
長
官
は
顧
問
先
斡
旋
の
廃
止
や
非

常
勤
職
員
の
雇
用
改
善
な
ど
を
残
し
た
。
川
北
長
官
は
在
任
中
に
何
を
残
す
の
か
」

と
質
し
、
勤
務
延
長
、
非
常
勤
職
員
の
均
等
待
遇
、
内
部
事
務
一
元
化
、
確
申
期
課

題
、
中
高
年
と
女
性
人
事
な
ど
で
の
要
求
実
現
を
求
め
ま
し
た
。

全
国
税　
「
元
に
戻
す
こ
と

も
含
め
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の

見
直
し
」
を
求
め
る
。

長
官　

内
部
一
元
化
は
着
実

に
進
め
る
。
元
に
戻
す
と
い

う
こ
と
は
な
い
。

全
国
税　

①
相
談
事
務
の
切

り
離
し
を
含
め
、
事
務
の
切

り
分
け
を
見
直
す
こ
と
、
②

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
は
強
要
し

な
い
こ
と
、
③
増
員
す
る
こ

と
、
④
国
専
１
年
目
の
全
員

配
置
は
や
め
る
こ
と
、
の
４

点
を
求
め
る
。

長
官　

①
相
談
事
務
は
管
理

運
営
部
門
の
仕
事
だ
。
一
般

相
談
は
セ
ン
タ
ー
に
集
中

し
、
個
別
は
他
の
部
門
で
や

れ
ば
い
い
。
②
未
経
験
事
務

の
習
得
は
図
ら
れ
て
き
た
。

今
年
も
無
理
な
く
や
れ
る
。

③
試
行
結
果
を
踏
ま
え
、
適

切
に
算
定
し
て
き
た
。
④
新

規
採
用
者
を
配
属
し
て
育
て

て
い
く
の
に
適
し
て
い
る
。

全
国
税　

全
く
の
ゼ
ロ
回
答

だ
。
電
話
相
談
で
は
、
納
税

者
に
と
っ
て
も
効
率
的
で
は

全
国
税　

勤
務
延
長
の
全
貌

を
明
ら
か
に
せ
よ
。

長
官　

勤
務
延
長
は
特
例
措

全
国
税　

法
人
調
査
件
数
が

減
る
ど
こ
ろ
か
、
重
点
項
目

調
査
の
強
調
で
全
体
と
し
て

労
働
強
化
が
進
ん
で
い
る
。

若
手
育
成
は
、
す
る
側
も
受

内
々
示
と
同
時
に
行
う
。

全
国
税　

差
別
・
選
別
を
持

ち
込
ま
ず
、
希
望
者
全
員
に

置
で
あ
り
、
趣
旨
を
損
な
わ

な
い
よ
う
に
す
る
。
要
請

は
、　

月
末
の
再
任
用
の

10

要
請
せ
よ
。

長
官　

定
年
退
職
が
公
務
に

与
え
る
特
殊
性
に
応
じ
て
行

け
る
側
も
余
裕
が
必
要
だ
。

調
査
件
数
を
削
減
せ
よ
。

長
官　

国
民
が
期
待
し
て
い

る
水
準
が
あ
る
。
事
務
計
画

策
定
で
は
、
実
情
に
即
し
て

い
る
か
配
慮
し
て
い
く
。

全
国
税　

最
大
の
被
害
者
は

青
年
で
あ
り
、
技
法
も
身
に

付
か
な
い
ま
ま
件
数
だ
け
に

奔
走
し
て
い
る
。
準
備
調
査

を
お
ろ
そ
か
に
し
て
実
調
率

ば
か
り
あ
お
っ
て
い
る
。

長
官　

若
手
育
成
は
大
事

だ
。
研
修
で
も
そ
れ
ら
を
行

い
、
育
成
を
図
り
た
い
。

要
請
時
期
、　

月
と
明
言

10

な
い
。
課
税
内
部
は
〝
仕
事

を
し
て
も
減
ら
な
い
〟、
管

理
運
営
部
門
は
〝
仕
事
を
し

て
も
増
え
て
い
く
〟状
況
だ
。

長
官　

新
し
い
時
代
に
、
管

理
運
営
部
門
を
進
め
て
い

く
。
問
題
点
が
あ
れ
ば
、
押

し
上
げ
て
い
き
た
い
。

全
国
税　

今
の
ま
ま
で
は
精

通
者
が
育
た
な
い
。
事
務
が

滞
留
し
た
時
に
、
紛
失
な
ど

が
起
き
る
。
全
体
と
し
て
労

働
強
化
が
進
ん
で
い
る
。
先

ほ
ど
の
４
つ
の
要
求
を
実
現

せ
よ
。

　

法
人
調
査
件
数
の
削
減

法
人
調
査
件
数
の
削
減
をを

　
　
「
若
手
育
成
は
大
事
」も「
研
修
で
」

う
。
全
員
に
当
然
に
適
用
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。

全
国
税　

①
普　

期
以
降
も

30

あ
る
か
。
②
退
職
時
期
は
い

つ
か
。
③
退
職
金
の
支
給
日

は
。
④
休
暇
の
扱
い
は
。
そ

れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
せ
よ
。

人
事
課
長　

①
１
年
限
り
で

は
な
く
、
当
然　

期
以
降
も

30

同
じ
だ
。
②
定
期
異
動
の
７

月
９
日
に
な
る
。
③
支
給
は

退
職
時
だ
が
、
３
月　

日
と

31

同
じ
金
額
に
な
る
。
④
７
月

９
日
ま
で
取
得
可
能
だ
。

全
国
税　

８
月
は
当
局
が
必

要
と
思
わ
れ
る
人
に
意
向
確

認
し
た
。
８
月
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
提
出
し
た
人
に
は
、
要

請
が
出
さ
れ
る
、
と
考
え
て

い
る
が
、
そ
れ
で
い
い
か
。

人
事
課
長　

そ
う
い
う
こ
と

だ
。

　

色
々
な
面
で
質
の
高
い
税
務
行
政
を

　

在
任
中
、
職
場
に
何
を
残
す
か
？

置
き
土
産
を
残
し
た
。
前
長

官
は
、
顧
問
先
斡
旋
の
廃
止

や
非
常
勤
職
員
の
雇
用
改
善

を
残
し
た
。
川
北
長
官
は
何

を
残
す
の
か
。

長
官　

厳
し
い
環
境
の
な

か
、
国
税
庁
の
役
割
を
果
た

す
た
め
、
歴
代
長
官
も
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
基
本
的

に
は
私
も
同
じ
。
抱
負
と
し

て
、
色
々
な
面
で
質
の
高
い

税
務
行
政
を
や
っ
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
、
職
員
に
明
る

く
働
い
て
も
ら
う
職
場
環
境

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
。

全
国
税　

歴
代
長
官
は
、
日

曜
開
庁
や
昼
休
み
割
振
り
、

立
ち
っ
放
し
巡
回
指
導
、
一

元
化
の
全
国
実
施
な
ど
負
の

藤平委員長・川北長官

所信表明 交わす

侠 僑挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

侠僑 挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

四
大
要
求
に
長
官

ゼ
ロ
回
答

長
官「
一
元
化
、着
実
に
進
め
る
」

2010年度

内部事務一元化

差
別
・
選
別
な
い
勤
務
延
長
を

勤
務
延
長
を
要
請
す
る

8
月
ア
ン
ケ
ー
ト

提
出
者
に
は

「8月にアンケートを提出した人に要請が
出ると考えていいな」と迫る山口副委員長

4つの要求にゼロ回答をする川北長官

「顔を洗って出直せ」と迫る藤平委員長
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◇
学
生
だ
っ
た
１
９
７

２
年
秋
、
仲
間
と
中
央

線
・
横
浜
線
を
乗
り
継
ぎ

神
奈
川
県
相
模
原
補
給

廠
に
向
か
っ
た
。
遠
く

太
平
洋
を
隔
て
た
ア
メ

リ
カ
の
傷
つ
い
た
戦
車
。

ベ
ト
ナ
ム
の
人
び
と
を

殺
す
た
め
に
日
本
で
整

備
し
、
補
給
廠
か
ら
搬

送
さ
れ
て
い
た
。

　

早
朝
、
武
装
機
動
隊

に
守
ら
れ
目
の
前
を
通

り
過
ぎ
て
行
っ
た
。
沖

縄
で
は
、
今
の
日
常
茶

飯
の
光
景
だ
。
な
ぜ
、

他
国
の
人
々
を
殺
す
武

器
を
支
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。
そ
ん
な

時
代
に
、
さ
よ
な
ら
す

る
秋
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

◇
沖
縄
県
知
事
選
挙
で

勝
利
し
て
、
普
天
間
基

地
の
県
外
・
国
外
の
移
設

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

希
望
の
光
を
灯
し
、　
11

月　

日
を
未
来
に
つ
な

28
げ
る
起
点
に
し
ま
し
ょ

う
。

◇　

月　

日
、
き
っ
と

11

28

普
天
間
基
地
問
題
を
解

決
に
導
き
、
沖
縄
県
民

に
元
気
を
取
り
戻
す
こ

と
と
信
じ
て
い
ま
す
。

◇
沖
縄
県
民
は「
世
界
一

危
険
な
基
地
」と
呼
ば
れ

て
い
る
普
天
間
基
地
移

設
を
、
政
府
に
対
し
て

反
対
し
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
か
に
移
す
こ
と

で
は
な
く
、
無
条
件
撤

去
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
「
沖
縄
の
豊
か
な
海
を

そ
の
ま
ま
で
」県
民
の
心

を
大
切
に
す
る
県
知
事

を
望
み
ま
す
。

◇
基
地
問
題
が
解
決
し

な
い
限
り
、
真
の
戦
後

は
や
っ
て
き
ま
せ
ん
。

　
　

月　

日
沖
縄
県
知

11

28

事
選
挙
。
普
天
間
基
地

の
撤
去
を
革
新
候
補
の

勝
利
で
実
現
す
る
よ
う

応
援
し
ま
す
。

◇
「
日
米
安
保
」
が
日
本

を
守
る
と
い
う
の
は
ウ

ソ
で
す
。
現
に
沖
縄
県

の
人
た
ち
を
こ
ん
な
に

も
苦
し
め
て
い
る
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
思

い
や
り
予
算
」
と
称
し

て
、
日
本
は
世
界
で
イ

チ
バ
ン
米
軍
負
担
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

何
を
守
る
か
を
ハ
ッ

キ
リ
さ
せ
る
た
め
に
も
、

　

月
知
事
選
に
は
、
県

11民
・
国
民
の
平
和
を
願
う

思
い
を
反
映
さ
せ
よ
う

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

私
も
「
米
軍
普
天
間
基

地
」
の
閉
鎖
・
撤
去
を
求

め
ま
す
。

◇「
普
天
間
基
地
の
早
期

閉
鎖
・
返
還
、
県
内
移
設

反
対
、
日
米
共
同
発
表

撤
回
、
海
兵
隊
撤
退
」

　

基
地
を
な
く
す
知
事

の
誕
生
に
期
待
し
ま

す
！

臆 牡桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

「
3
月
公
募
」
で
雇
い
止
め
す
る
な

全
国
税　

非
常
勤
職
員
の
雇

用
改
善
は
評
価
す
る
が
、
３

月
末
の
「
公
募
」
で
の
雇
い

止
め
で
、
不
安
が
広
が
っ
て

い
る
。
継
続
勤
務
を
希
望
す

る
場
合
、「
公
募
を
行
わ
な

い
」
か
「
優
先
的
に
採
用
す

る
」
と
明
言
せ
よ
。

長
官　

人
事
院
規
則
で
、

「
原
則
公
募
」
と
な
っ
て
お

り
、
特
別
扱
い
で
き
な
い
。

全
国
税　

経
験
豊
か
な
非
常

勤
職
員
に
仕
事
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
の
が
管
理
運

営
部
門
職
員
の
要
求
だ
。

人
事
課
長　

求
め
る
能
力
が

あ
れ
ば
採
用
さ
れ
る
。

全
国
税　

従
来
通
り
か
。

人
事
課
長　

前
向
き
な
話
を

し
て
い
る
。

全
国
税　

こ
れ
ま
で
と
は
違

う
と
い
う
こ
と
か
。

長
官　

当
然
に
次
も
選
ば
れ

る
と
は
、
人
事
当
局
か
ら
申

し
上
げ
ら
れ
な
い
。

全
国
税　

①
賃
金
の
基
準
を

税
務
１
—
７
と
し
、
②
雇
用

保
険
、
社
保
、
厚
年
へ
加
入

全
国
税　

5
月
に
求
め
た
、

①
挙
署
・
局
署
一
体
で
従
事

者
増
、
②
相
談
受
付
や
現
金

窓
口
は
４
時
で
締
め
切
り
、

会
場
利
用
５
時
終
了
、
③
個

人
・
資
産
も
入
力
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
、
④
巡
回
指

導
・
個
資
一
体
相
談
を
や
め
、

着
座
の
複
数
相
談
体
制
に
戻

す
こ
と
、
の
検
討
状
況
は
。

長
官　

確
申
期
は
多
数
の
納

税
者
が
来
署
す
る
。
職
員
の

健
康
と
納
税
者
ニ
ー
ズ
を
両

立
さ
せ
て
い
く
。

全
国
税　
　

項
目
求
め
る
。
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①
巡
回
指
導
・
ハ
イ
カ
ウ
ン

タ
ー
を
改
め
、
着
座
相
談
。

３
週
間
還
付
は
や
め
よ
。
⑧

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
普
及
割
合
の
署

10項目の要求で
職員の健康守れ

②
超
勤
の
大
幅
縮
減
、
超
勤

手
当
の
完
全
支
給
。
③
相
談

と
現
金
の
受
付
は
４
時
ま

で
。
④
署
間
の
定
員
配
置
を

見
直
し
、
人
の
手
当
て
と
応

援
体
制
の
充
実
。
⑤
日
曜
開

庁
の
廃
止
。
⑥
確
申
期
の
昼

休
み
相
談
は
行
う
な
。
⑦
来

署
型
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
納
税
者

に
押
し
付
け
ず
、
来
署
型
の

間
競
争
は
や
め
よ
。
⑨
生
体

認
証
は
、
少
な
く
と
も
確
申

期
は
や
め
よ
。
⑩
第
２
表
の

Ｏ
Ｃ
Ｒ
入
力
の
人
員
を
大
幅

に
確
保
せ
よ
。

長
官　

今
年
も
パ
ソ
コ
ン
を

中
心
に
、
さ
ら
に
事
務
処
理

の
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
。

職
員
の
健
康
と
納
税
者
ニ
ー

ズ
を
調
整
し
て
い
く
。

「
パ
ソ
コ
ン
中
心

「
パ
ソ
コ
ン
中
心
にに
」」と
方
針
を
回
答

と
方
針
を
回
答

　

第
１
９
３
２
号
（
９
月　
25

日
付
）二
面
文
中
の
記
事
を
、

次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

①
文
中
及
び
表
中
の
、「
国

際
税
務
相
談
官
」
を
「
国
際

税
務
専
門
官
」。
②
表
中
の
、

評
価
専
門
官
の
内
訳
「
１
」

を
「
４
」。
③
文
中
の
、「
査

定
当
局
に
た
だ
の
中
間
管
理

職
と
思
わ
れ
て
い
る
」を「
査

定
当
局
に
管
理
職
と
思
わ
れ

て
い
る
」。

ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

全
国
税　

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ン
で
、
と
い
う
こ
と
か
。

人
事
課
長　

指
針
を
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

全
国
税　

名
古
屋
研
修
所
か

ら
パ
ワ
ハ
ラ
・
暴
力
の
告
発

が
さ
れ
て
い
る
。
他
の
研
修

所
で
も
同
様
の
話
が
あ
る
。

長
官　

共
同
生
活
で
研
修
が

有
意
義
な
も
の
と
な
る
よ
う

研
修
所
も
考
え
て
い
る
。

全
国
税　

心
の
病
を
患
う
職

員
が
増
え
て
い
る
。
ゆ
と
り

が
な
く
、
バ
ッ
シ
ン
グ
を
背

景
に
職
場
が
ガ
チ
ガ
チ
に

な
っ
て
い
る
。
原
因
を
突
き

と
め
よ
。

差
別
は
し
て
い
な
い
し
、
す

る
つ
も
り
も
な
い
。

全
国
税　

若
手
抜
擢
だ
け
残

し
、
中
高
年
を
切
り
捨
て
て

い
る
。

長
官　

中
高
年
層
の
皆
さ
ん

の
努
力
が
、
今
の
税
務
行
政

の
評
価
、
信
頼
に
寄
与
し
て

い
る
。
よ
く
職
責
を
果
た
し

た
者
に
報
い
て
き
た
。

全
国
税　

来
年
の
発
令
は
増

え
る
だ
ろ
う
な
。

人
事
課
長　

約
束
で
き
な
い

が
従
来
の
ペ
ー
ス
に
戻
る
。

全
国
税　

女
性
登
用
計
画
見

直
し
で
は
、
数
値
目
標
を
設

定
し
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ

ン
を
掲
げ
て
取
り
組
め
。

長
官　

人
事
院
の
見
直
し
は

承
知
し
て
い
る
。
指
針
を
踏

さ
せ
、
③
机
・
椅
子
・
ロ
ッ

カ
ー
を
常
勤
並
み
と
せ
よ
。

長
官　

①
賦
課
徴
収
に
携

わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
行　
（一）

１
—
１
が
適
当
。
②
法
律
に

沿
っ
て
い
る
。

会
計
課
長　

③
机
・
ロ
ッ

カ
ー
は
局
署
の
実
情
で
工
夫

し
て
い
る
。

全
国
税　

パ
イ
プ
椅
子
で
の

一
日
労
働
は
き
つ
い
。
長
机

は
他
省
庁
か
ら
驚
か
れ
る
。

総
務
課
長　

机
・
椅
子
の
余

品
は
な
い
。
ス
ペ
ー
ス
の
問

題
も
あ
る
。
確
申
期
の
作
業

も
あ
る
。
同
じ
予
算
で
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
す
べ

き
と
は
考
え
る
。

全
国
税　

同
じ
仕
事
を
し
て

い
る
。

総
務
課
長　

違
う
仕
事
だ
。

全
国
税　

気
持
ち
よ
く
働
け

る
条
件
を
作
っ
て
も
ら
い
た

い
。

長
官　

当
然
の
こ
と
だ
。

全
国
税　

今
年
は
、
中
高
年

人
事
が
大
幅
に
後
退
し
た
。

一
方
で
若
手
抜
擢
の
数
だ
け

は
同
数
。
こ
う
い
う
差
別
の

象
徴
と
し
て
、
全
国
税
差
別

が
使
わ
れ
て
き
た
。
全
国
税

差
別
を
や
め
よ
。

長
官　

組
合
の
所
属
に
よ
る

組
合
差
別
や
め
、
中
高
年
・
女
性
に
光
を

　
　

月　

日
に
投
開
票
さ
れ
る
沖
縄
県
知
事
選
に
向
け
て
、
全
国
各
地
か
ら
、
連
帯
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28

と
友
情
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
税
務
職
員
の
良
心
を
風
に
乗
せ
て
、

沖
縄
の
皆
さ
ん
へ
お
届
け
し
ま
す
。

11.28沖縄県知事選へ

本土から
  連帯を風に乗せて

「
当
然
に
採
用
」と
は
人
事
当
局
か
ら

言
え
な
い

追
及
に「
前
向
き
な
話
だ
」と
説
明

長
官

人
事
課
長

非常勤職員の処遇

確
定
申
告
期

税
大
暴
力
・
心
の
病
い
に
警
告

数値目標は「人事院の検討見て」
と回答する藤田人事課長

「余品もスペースもない」と回答する
刀禰総務課長

「公募は行うな」と増山副委員長


